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は
民
主
々
義
の
理
念
と
紡

υつ

い
た
近
代
的
な
制
度
で
選
挙
卒

等
、
投
票
自
由
‘
選
挙
乞
卒
の

一
ニ
原
則
か
ら
な
り
、
選
挙
権
も

次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

国
会
議
員
の
選
挙
権

日

本
国
民
で
満
-一
十
才
以
上
の
者

宮
崎
仰
は
同
同
比
川
河
』
一

市
選
管
で
も
記
念
巡
回
映
耐
を
実
施

年
月
が
か
か
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
と
れ
で
国
民
の
願
い
が

全
部
か
な
え
ら
れ
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

婦
人
参
政
権
と
い
う
大
き
な
課

題
が
む
さ
れ
て
い
た
わ
げ
で
す

く
達
成
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
十

二
月
幣
原
内
閣
が
第
八
十
九
鱗

会
に
選
挙
法
政
正
案
を
提
出
両

院
を
通
過
し
て
実
現
し
た
も
の

で
す
。現
在
の
わ
が
国
の
選
挙
制
度

地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員
及
び
長
の
選
挙
権

年
令
満
二
十
才
以
上
の
日
本
国

民
で
、
ゴ
一
カ
月
以
上
引
続
き
市

町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
ヲ

る
者

そ I畏 客 日音 区 機 カミ 事

の 渠 回 1戒
ん
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(一
お
知
ら
せ
い
)

予
託
お
米
の
売
渡
し

今
年
は
明
治
二
十
二
年
二
月
十

一
日
に
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が

公
布
さ
れ
て
か
ら
七
十
年
ぞ
む

か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
意
義
深
い
年
に
あ
た
り

と
れ
を
記
念
す
る
た
め
、

全
国

的
に
各
檀
の
選
挙
制
度
七
十
周

年
記
念
行
事
を
十
一
月
五
日
か

ら
十
五
U
間
強
力
に
実
施
し
民

主
政
治
確
立
の
た
め
国
民
め
選

挙
に
対
す
る
自
覚
を
高
め
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
日
ま
で
の

七
十
年
間
の
選
挙
制
伎
の
捗
み

は
、
必
ら
ず
し
も
健
全
に
成
長

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

長
い
年
月
に
わ
た
り
幾
多
の
陣

害
に
苦
し
め
ら
れ
、
風
醤
に
た

こ
の
た
め
大
村
市
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
選
挙
制
度
七
十
周
年

を
記
急
す
る
た
め
左
記
の
と
お

基
本
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
中

十
一
月
十
九
日
ま
で
基
京
選
挙

人
名
簿
を
一
般
に
公
開
し
て
お

り
ま
す
の
で
乙
の
際

一
度
名
初

登
録

ω有
無
松
確
か
め
ま
し
ょ

?つ
ω

(
市
選
挙
管
理
委
員
会
)

大
利
市
内
で
は
一

な
い
が
、
あ
る
一

金
物
毘
の
庖
四一

に
府
馬
穴
の
大
一

売
出
し
。
と
い
一

F

つ

高

板
が
あ

一

っ
た
。
も
ち
ろ

一

ん
バ
ケ
ツ
シ
統
ま
せ
土
う
と
い
う

の
に
ち
が
レ
な
レ
が
説
字
の
字
副

P
象
表
文
字
山
内
閣
日
馬
の
ホ
シ

リ
か
九
水
を
イ
タ
ダ
クレ
亡
つ
な
気

が
し
て
汚
な
ら
し
レ
感
じ
巻
う
け

た
!
と
い
っ
て
い
た
人
が
あ
る
。

0
・
:
や
は
り
、
小
学
生
に
?
も

わ
か
あ
よ
う
に

o
バ
ケ
ツ
の
犬
売

出
し
h
q

と
書
い
た
ほ
う
が、

ど
ん

な
に
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

お
そ
ら
く
と
の
庖
の
主
人
日
漢

字
万
能
時
代
の
教
育
ぞ
身
に
つ
け

て
、
恨
伺
も
大
福
帳
式
で
や
っ
て

い
る
の
で
は
な
か
ず
勺
っ
か
、
と
い

う
と
と
ま
で
考
え
民
れ
る
。

0
・:
h
q

一馬穴

o
と
んゲ
バ
ケ
ツ
。

で
は
時
代
感
覚
も
追
う
し
、
そ
れ

に
よ
つ
で
完
上
げ
も
変
っ
て
く
る

一の
で
は
な
か
乃
ろ
か
。

一

0
・:
感
覚
l
セ
ン
ス
と
い
え
ば

一と
う
い
う
部
存
思
い
だ
す
-
。

一

そ
れ
は
、
あ
あ
自
の
ネ
オ
ン
者

一板
に
h
q

セ
ン
ス
の
目
。
と
い
う
の

一が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
あ
。

一
夜
の
乙
と
だ
か
ら
、
四
の
様
子
は

一速
く
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
か
感
覚

一
の
居
。
と
い
う
の
で
シ
ャ
レ
た
も

一
の
ば
か
り
を
あ
め
て
い
る
の
で
は

一な
か
月
う
か
?
と
忠
つ
て
の
ぞ
い

一
て
み
た
と
乙
ろ
が
、
な
ん
と
h
v

周

一子
の
脂
h
q

で
あ
っ
た
、
と
い
う
話

一
で
あ
あ
。
と
れ
は
、
セ
ン
ス
が
あ

一
っ
た
の
が
、
た
か
っ
た
の
か
、
と

一い
う
わ
け
で
、
ト
ン
チ
問
答
な
り

一そ
う
だ
が
。

一

0
・・
・9
使
い
方
。
は
文
字
ば
か

一り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
力
商
で
、

一時
代
思
潮
を
取
入
れ
た
セ
ン
ス
を

一活
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

一大
切
で
あ
る
と
と
#
焔
感
す
る
も

一
の
で
あ
る
。 盟轟轟



伊

勢

湾

台

風

の

被

災

者

へ

一ム
一
O
O
円
寺
山

免

郎

一

ム一

、
五
六
O
円
横
山
頭
町
内
一
ム
一、

0
0
0円
向
木
場
町
内
一
ム
一
て
二
六
五
円
大
室
町
内

主
な
停
留
所
は
ム
岩
舟
下
、
岩
一
入
口
、
大
多
武

(終
点
)
と
な
っ
一
の
舟
理
化
が
合
芸

と
な
っ
て
い

浄
財

ω
万
6
千

余

円

集

る

豆

、
0

0

0

3
ノ
木
婦
人
一
己
、

0
0
0円
後
木
場
上
下
町
一ち

一

缶

詰

一
志
向
一
世

間

話

軒

町

一

担

当

主

幹

一

て

い
ま
す。

(
商
工
水
産
課

)

言

語

担

保

k

伊
勢
湾
台
風
で
被
害
寺
つ
け
た
一ム
三
、
八
O
O
円
子
供
の
家

一
同
一ム一

o、
0
00
刊
本
町
一
一
丁
目
一
ム
て
五
五
五
円
外
浦
小
路
町
内
一

(

上

一

丁

目

)

一

内

一

j

-

j

i

i

j

一
利
だ
、
と
い
う
と
と
で
あ
り
、
三
時
ー
ザ
ー
く
乾
燥
し
て
か

人
連
委
お
っ
と
、
全
国
各
地
で

一命

、
五
0
0円
大
村
地
区
鮮
魚
一ム
一
、
七
九
O
E
勢
同
一
班
一
ム
八
、
四
五
O
円
本
小
路
町
内

一ム
七
、
六
九
O
円
桜
馬
場
第

一
町一

ム
五
九
、
六
六
一

円
竹
盤

強
所

一

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一ぞ
っ
て
、
と
の
講
習
を
受
け
ら
れ

一

引

し
わ
夜
間
天

一
週
間
位

は
救
い
の
手
を
の
べ
て
い
ま
す
。

一

組
合

一ム
て
三
七
O
円
伊
勢
町
一一
丁

目

一

ム

四

、

一

四

O

円

水

田

一

区

町

内

一

内

一

管
内

一

一

る

よ

う

希

ん

で

い
ま
す
。

一

大
村
市
で
も

い
ち
早
く
、

と
の
一金
O
O
円
渋
江
武

一ム
て

0
0
0
円
喜
島
土
中
山
一ム
て
五
O
O
円
霊
祭
班
一
ム
一ニ
、
八
九
O
円
武
部
町
内

一A
一一
O
O
円
池
の
坊
班

一

江

口

陸

自

隊

員

さ

ん

に
お
礼
以
一
菜
、
と
の
講
習
に
必
要
な
テ
キ
一日

時

灯

開

門

叫

べ

寝
室
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
一ム
一
二
二
四
円
鈴
田
青
年
団

一
婦
人
会

一

合

一一、
ご
五
O
円
赤
佐
古
町
内
一

ム一

O
、
六
二
O
円
上
久
原
町
内

一ム
八
五
O
円
上
波一戸
町

一
さ
る
六
月
、
市
立
敬
老
院
に
寝一

と
の
係
に
申
出
て
い
た
だ
げ
ば
係
一ス
ト
は
実
費
(
二
十
円
)
で
お
わ
一

位

一一
J
一一
銭
け
の
も
の
は

る
だ
け
に
、
市
内
婦
人
会
、
背
年
一金

0
0
円
雷
名

一ム
一
四
日

0
0
円
水
主
町
町
内

言

、
0
0
0皇

居
婦
人
会
一

ム
七
、
八
六
五
円
古
町
町
内
一
ム
累
計
三
九
六
、
O
七
八
円
(
十

ア

ス
を
贈
っ
た
勢
挙
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